
有田町危険物安全協会会則 
第１章 総則 

（名称） 
第１条 本協会は、有田町危険物安全協会（以下「協会」という。）と称する。 
 
（事務所） 
第２条 本協会の事務所は、伊万里・有田消防組合有田消防署内に置く。 
 
（目的） 
第３条 本協会は、発火性または引火性の危険物及び液化石油ガス（以下「危険 

物」という。）の安全管理の徹底並びに会員相互の融和と親睦をはかり、 
危険物に起因する災害の防止に努め、もって事業の健全な発展と社会公 
共の福祉の増進に寄与することを目的とする。 

 
（事業） 
第４条 本協会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行うものとする。 
⑴ 消防関係諸法規の周知徹底に関すること。 
⑵ 消防思想の普及宣伝に関すること。 
⑶ 危険物に対する防火及び消防諸施設の調査（視察）並びに研究に関するこ 

と。 
⑷ 危険物取扱者（液化石油ガスを含む）の研修に関すること。 
⑸ 優良事業所及び優良従業員の表彰に関すること。 
⑹ その他本協会の目的達成上必要と認めた事業。 

 
（組織） 
第５条 本協会は、有田町内において危険物を貯蔵及び取り扱う事業所等並び 

に本協会の趣旨に賛同する者をもって組織する。 
 
 

第２章 会員 
（会員の加入） 
第６条 本協会に加入しようとする者は、一企業ごとに所定の入会届を提出し

会長に入会を申し込むものとする。 
 
 



（会員の権利） 
第７条 会員は、本会に対して次の権利を有する。 
⑴ 総会に出席し意見を述べ議決に参加すること。  
⑵ 本協会の役員を選出すること。 
⑶ 本協会の事業運営状況等について、会長並びに役員に説明を求めること。 

 
（会員の義務） 
第８条 会員は本協会に対し、次の義務を負うものとする。 
⑴ 会則および総会の議決に従うこと。 
⑵ 本協会の会費を納付すること。 

 
（会員の退会） 
第９条 会員は、次の事由により退会するものとする。 
⑴ 会員たる資格を喪失したとき。 
⑵ 会員の退会届出を理事会において承認したとき。 

 
 

第３章 役員、顧問及び事務局 
（役員） 
第１０条 本協会に次の役員を置く。 
⑴ 会 長  １名 
⑵ 副会長  ２名 
⑶ 理 事  若干名 
⑷ 監 事  ２名 
⑸ 幹 事  １名 

 
（役員の任期） 
第１１条 役員の任期は２年とする。ただし、再選は妨げない。 
２ 欠員補充による役員の任期は、前任者の残任期間とする。 
３ 役員は、任期満了といえども後任者が就任するまではその職務を行う。 
 
（役員の選任） 
第１２条 会長、副会長及び監事は理事の互選とする。 
２ 理事は推薦により総会においてこれを承認する。 
３ 幹事は伊万里・有田消防組合有田消防署署長をもってこれに充てる。 
 



（役員の辞職） 
第１３条 役員が辞職しようとするときは、会長に届け出るものとする。 
 
（役員の職務権限） 
第１４条 本協会の役員の職務権限は、次のとおりとする。 
⑴ 会長は、本協会を代表して会務を統括する。 
⑵ 副会長は、会長を補佐して会長に事故あるときは、その職務を代理する。 
⑶ 理事は、理事会に出席し会務を議決する。 
⑷ 監事は、本協会の会計及び会務を監査する。 

 
（顧問及び参与） 
第１５条 本協会に、顧問及び参与を置くことができる。 
２ 顧問及び参与は、理事会の承認を得て会長がこれを委属する。 
３ 顧問及び参与は、会長及び会員の諮問にこたえ、本協会の目的達成のため必 
要な事項につき意見を述べるものとする。 

 
（幹事） 
第１６条 幹事は、本協会の庶務及び会計事務を統括する。 
 
（事務局） 
第１７条 本協会の事務局を、伊万里・有田消防組合有田消防署消防３課内に置 

く。 
２ 事務局は、庶務及び会計事務に従事する。 
 
（役員の報酬） 
第１８条 本協会の役員は、無報酬とする。ただし、当協会業務のための出張等 

に対しては、旅費、日当等を支給する。 
 
 

第４章 会議 
（会議） 
第１９条 本協会の会議は、総会及び理事会とする。 
２ 会議は、会長が収集し、会議の議長は、総会にあっては出席した会員の中よ 
り選出し、理事会にあっては、会長がこれにあたる。 

 
 



（総会） 
第２０条 総会は定期総会と臨時総会とし、会員の２分の１以上の出席をもっ 

て議事を開き、次の事項を議決する。 
⑴ 会則の制定、改廃に関する事項 
⑵ 役員の選任及び解任に関する事項 
⑶ 予算及び決算に関する事項 
⑷ 事業計画に関する事項 
⑸ その他の本協会の維持運営に必要な事項 

２ 総会における議決は、出席会員の過半数でこれを決し、可否同数のときは、 
議長の決するところによる。ただし、会則の改正については、出席会員の３分 
の２以上の同意がなければならない。 

 
（理事会） 
第２１条 理事会は、会長、副会長、理事及び幹事をもって構成し、過半数の出 

席で会議を開き、次の事項を議決する。 
⑴ 総会に提案すべき事項 
⑵ 事業の実施及び予算の運用に関する事項 
⑶ その他、会長が必要と認めた事項 

２ 理事会における議決は、出席者の過半数によりこれを決する。 
 
（会議の開催及び通知） 
第２２条 定期総会は、毎年１回、年度始めに開催する。 
２ 臨時総会は、必要ある場合に理事会の議決により随時開催する。 
３ 理事会は、会長が必要と認めた時これを開催する。 
４ 総会及び理事会の招集は、開催の５日前までに書面をもって通知するもの 
とする。ただし、緊急やむを得ない場合は、この限りでない。 

 
 

第５章 事務及び会計 
（事業年度） 
第２３条 本協会の事業年度は４月１日に始まり翌年３月３１日をもって終わ 

る。 
 
（経費） 
第２４条 本協会の経費は、会費及びその他の収入をもってこれに充てる。 
 



（会費） 
第２５条 本協会の会員は、別に定める会費の基準（給油所については事業所ご 

と）による所定の会費を、毎年６月末までに納付するものとする。ただ 
し、新規加入会員は、加入の月から別に定める会費を納付するものとす 
る。 

 
（簿冊） 
第２６条 本協会に、次の簿冊を備えるものとする。 
⑴ 会員名簿 
⑵ 役員名簿 
⑶ 会則 
⑷ 金銭出納簿 
⑸ 予算及び決算に関する書類 
⑹ 事業計画及び実施に関する書類 
⑺ 議事録 
⑻ 備品台帳 

 
 
    第６章 雑則 
 
第２７条 この会則の施行について必要な事項は、会長が別に定める。 
 
 
   附則 
１ 本会則は、平成５年１月１９日から施行する。 
２ 第１９条第２項の一部を改正し平成７年５月１６日より施行する。 
３ 第１２条第２項の一部を改正し平成９年５月１３日より施行する。 
４ 題名、第１条の一部、第２条の一部、第５条の一部、第１２条第３項及び 第 
１７条第１項の一部を改正し平成１８年３月１日より施行する。ただし改正 
前の会則により決定された事項については、改正後の会則で決定されたもの 
とみなす。 

５ 第２条の一部、第１２条第３項の一部、第１７条第１項の一部を改正し、平 
成２６年４月１日より施行する。 

６ 第６条の一部を改正し、令和２年６月１日より施行する。 


